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 研究内容：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
提 供 可能 な設備 ・ 機

器： 
 

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 

現実の現象と物理・数学の概念をつなぐ 

数式が示す「意味」の視覚的な理解を支援し 
現実に起きる現象と概念をつなぐ 

黒板が苦手とするところ 
 …「動き」や「奥行き」の表現 
 例）波の進行、三次元ベクトル etc... 
一般的な動画が苦手とするところ 
 …任意の場所で止められない 
  決められたものしか見せられない 

↓ 
学習者（教員側も）が任意に操作可能な 

対話的なコンテンツとして開発 

物理・数学で学習する現象・概念 
 … 自然現象を扱う上で必須の知識 
数式の暗記だけの勉強 
 …「本当の」理解につながらない可能性 
  実際の現象と結びつけることが重要 

Mathematica (R) を用いた 
対話的なコンテンツの開発 
（豊田高専との共同研究） 

コンテンツと 1 対１対応した解説動画の作成 

物理の授業と学習者の自学自習（予習・復習） 
を同時にサポートするシステムの開発 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容：  
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恒星はどのように生まれるか？̶ 誘発的星形成 
恒星…宇宙を構成する最小単位 
どんな質量の恒星がいくつ生まれるのか？ 

＝銀河や惑星系の形成を知る情報 

未解決の問題 
＊誘発的星形成でガスが圧縮されて形成 
 される恒星は、自発的星形成と比べて 
 何が違うのか？ 
  質量？一度に生まれる恒星の数？ 
  惑星の形成に影響？…生命にも？？ 

星形成の２つのモデル 
① 自発的星形成 
 宇宙に漂う水素ガスが、自分の重力 
（自己重力）によって収縮して恒星になる 
② 誘発的星形成 
 宇宙に漂う水素ガスが、外部からの力で 
圧縮されて恒星になる 

未だ不明な点が多い「誘発的星形成」の
メカニズムを探る電波／近赤外線観測 
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Figure 4.7: left: Close-up view of the 13CO line integrated intensity map super-
posed on the DSS optical image of BRC 7. The solid green contours are same
in Fig. 4.5. The integrated intensity range is from −43.8 km s−1 to −36.0 km s−1.
The red plus, purple square, yellow and blue cross marks are same in Fig. 4.5.
right: C18O line integrated intensity (red contour) superposed on the 13CO line
integrated intensity map in BRC 7 (gray scale).
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Figure 4.5: left: Close-up view of the 13CO line integrated intensity map (green
contour) superposed on the DSS optical image of BRC 5 . The solid green con-
tours run from 5σ with steps of (3σ). The integrated intensity range is from
−54.2 km s−1 to −45.2 km s−1. The red plus and yellow and cross marks represent
the IRAS point source, YSO candidates selected from 2MASS point source us-
ing near-infrared color-color diagram. The purple square represents the observed
region of C18O. The blue circle indicates the position of BRC 5 identified by Sug-
itani et al. (1991). right: C18O line integrated intensity (red contour) superposed
on the 13CO line integrated intensity map in BRC 5 (gray scale). Contours runs
from 1.05 K km s−1, corresponding to 3σ, with steps of 3σ.

電波観測で分子雲（暗黒星雲）の内部構造を、
近赤外線カメラによる観測では、若い星や誕
生直後の星を観測 

種類の異なる分子雲を複数観測して恒星の質
量分布、恒星の数などの統計を取り、メカニズ
ムの全面的な解明を目指す 


